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A Qualitative Study of Life-needs of Long-stay Psychiatric Patients 




























































（平成12)年に行った調壺では、 3ヶ月以内の短期入院患者と、 1年6ヶ月以上、とりわけ 5年以
上の長期入院患者との二極化が進んでいることを示している。長期入院患者の内訳では、 5~10 

































































































No. 事例 性別 年齢 診断名＊
初診 入院 総入院 最終入
調査期間中の転帰
年齢 回数 期間 院期間
1 A 男 70歳 s 27歳 3回 31年 15年 入院継続
2 B 男 64歳 s 22歳 1回 37年 37年 入院継続
3 C 男 86歳 MDI 38歳 3回 33年 26年 入院継続
4 D 男 70歳 s 28歳 3回 16年 11年 入院→福祉ホーム
5 E 男 63歳 s 28歳 2回 13年 12年 入院→生活訓練施設
6 F 男 70歳 MDI 31歳 2回 33年 32年 福祉ホーム→アパート
7 G 男 54歳 s 17歳 2回 35年 35年 福祉ホーム→再入院→福祉ホーム
入所（予定）
8 H 女 57歳 s 41歳 2回 7年 7年 福祉ホーム継続
• S: Schizophrenie MDI: manisch-depressive Irresein 
(2)調査方法
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